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ギー 1.96TeVの陽子反陽子衝突実験 CDF（Collider Detector at Fermilab）において対生成されるトップクォー
クの質量の測定を行い，その結果を報告したものである。







　これまでに，トップクォークの質量測定は CDFと D0の 2グループによって行われてきたが，W＋4ジェッ
ト事象に対して行われた測定が最も精度のよい測定であり，CDF実験の積分ルミノシティー 110pb－1のデー




















180.9＋ 6.4/－ 6.0（統計誤差）± 5.8（系統誤差）GeV/c
2となり，すべてのW＋4ジェット事象を用いると，トップクォー









あり，その測定結果は 176.1± 7.3GeV/c2であった。佐藤構二氏は 2002年 3月から 2003年 8月の間に新た
に収集された実験データを新たなボトムクォークのジェットを同定するアルゴリズム（Jet Probability Algorithm）
を導入してW＋4ジェット事象の解析を行った。その結果，トップクォークの質量として 177.2＋ 4.9/－ 4.7（統
計誤差）± 6.6（系統誤差）GeV/c2という統計誤差の改善された測定結果を得た。この結果はヒッグス粒子に
対する予言を改良するのに役立ち，それによって素粒子物理学の発展に大いに貢献するものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
